
規

則

福
島
県
知
的
障
害
者
福
祉
法
施
行
細
則
を
廃
止
す
る
規
則
、
福
島
県
会
津
若
松
看
護
専
門
学
院
学
則

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
、
福
島
県
立
総
合
衛
生
学
院
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
、
福
島
県
中
小

企
業
等
協
同
組
合
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
、
福
島
県
中
小
企
業
高
度
化
資
金
の
貸
付
け

に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
及
び
福
島
県
公
営
企
業
の
業
務
に
従
事
す
る
職
員
の
う
ち
主

要
な
職
員
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

福
島
県
規
則
第
四
十
五
号

福
島
県
知
的
障
害
者
福
祉
法
施
行
細
則
を
廃
止
す
る
規
則

福
島
県
知
的
障
害
者
福
祉
法
施
行
細
則(

昭
和
三
十
七
年
福
島
県
規
則
第
六
十
二
号)

は
、
廃
止
す

る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

(

自
立
支
援
領
域
障
が
い
者
支
援
グ
ル
ー
プ)

福
島
県
規
則
第
四
十
六
号

福
島
県
立
会
津
若
松
看
護
専
門
学
院
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

福
島
県
立
会
津
若
松
看
護
専
門
学
院
学
則(

平
成
二
年
福
島
県
規
則
第
二
十
四
号)

の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中

｢

及
び
運
営
委
員
会｣

を

｢

、
運
営
委
員
会
及
び
職
員
会
議
等｣

に
、

｢

�
第
五
条｣

を

｢

│
第
五
条
の
二｣

に
改
め
る
。

第
一
条
の
二
の
表
に
備
考
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

備
考

看
護
学
科
に
係
る
課
程
は
、
三
年
課
程

(

保
健
師
助
産
師
看
護
師
学
校
養
成
所
指
定
規
則

(

昭
和
二
十
六
年
文
部
省
令
第
一
号)

第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
課
程

(

定
時
制
の
課
程

厚
生
省

(

当
該
課
程
の
う
ち
夜
間
そ
の
他
特
別
の
時
間
又
は
時
期
に
お
い
て
授
業
を
行
う
も
の
を
い

う
。)

を
除
く
。)

を
い
う
。)

と
す
る
。

｢

第
二
章

職
員
及
び
運
営
委
員
会｣

を｢

第
二
章

職
員
、
運
営
委
員
会
及
び
職
員
会
議
等｣

に

改
め
る
。

第
四
条
中｢

教
務｣

を｢

副
学
院
長
、
教
務
、
事
務
職
員｣

に
改
め
る
。

第
五
条
第
三
項
中｢

学
院
長｣

の
下
に｢

、
副
学
院
長｣

を
加
え
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え

る
。(

職
員
会
議
等)

第
五
条
の
二

前
条
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
学
院
に
、
職
員
会
議
、
教
務
会
議
、
講
師
会
議
そ
の

他
の
会
議(

次
項
に
お
い
て｢

職
員
会
議
等｣

と
い
う
。)

を
置
く
。

２

職
員
会
議
等
の
組
織
及
び
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
学
院
長
が
別
に
定
め
る
。

第
七
条
第
五
項
中｢

対
し
て｣

の
下
に｢

、
学
期
ご
と
に
、
運
営
委
員
会
の
議
を
経
て｣

を
加
え
る
。

第
十
五
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

(

卒
業)

第
十
五
条

学
院
長
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
者
に
対
し
て
、
運
営
委
員
会
の
議
を
経

て
、
卒
業
を
認
定
す
る
。

一

第
七
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
所
定
の
授
業
科
目
の
修
了
の
認
定
を
受
け
た
者

二

欠
席
し
た
日
数
が
出
席
す
べ
き
日
数
の
三
分
の
一
を
超
え
な
い
者

２

学
院
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
卒
業
を
認
定
し
た
者
に
対
し
、
卒
業
証
書(

様
式
第
八
号)

を

授
与
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。(

健
康
衛
生
領
域
医
療
看
護
グ
ル
ー
プ)

福
島
県
規
則
第
四
十
七
号

福
島
県
立
総
合
衛
生
学
院
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

福
島
県
立
総
合
衛
生
学
院
学
則(

平
成
二
年
福
島
県
規
則
第
二
十
五
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。
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毎
週
火
・
金
曜
日
発
行(

当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
、
休
日
の
翌
日)

目

次

規

則

○
福
島
県
知
的
障
害
者
福
祉
法
施
行
細
則

を
廃
止
す
る
規
則

一

○
福
島
県
会
津
若
松
看
護
専
門
学
院
学
則

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

一

○
福
島
県
立
総
合
衛
生
学
院
学
則
の
一
部

を
改
正
す
る
規
則

一

○
福
島
県
中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
施
行

細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

五

○
福
島
県
中
小
企
業
高
度
化
資
金
の
貸
付

け
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

規
則

五

○
福
島
県
公
営
企
業
の
業
務
に
従
事
す
る

職
員
の
う
ち
主
要
な
職
員
を
定
め
る
規

則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

五

福
島
県
教
育
委
員
会

○
福
島
県
教
育
委
員
会
表
彰
規
程
の
一
部

を
改
正
す
る
訓
令

六



目
次
中

｢

及
び
運
営
委
員
会｣

を

｢

、
運
営
委
員
会
及
び
職
員
会
議
等｣

に
、

｢

�
第
五
条｣

を

｢
│
第
五
条
の
二｣

に
改
め
る
。

第
一
条
の
二
の
表
に
備
考
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

備
考

看
護
学
科
に
係
る
課
程
は
、
二
年
課
程(

保
健
師
助
産
師
看
護
師
養
成
所
指
定
規
則(

昭
和

二
十
六
年
文
部
省
令
第
一
号)

第
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
課
程(

定
時
制
の
課
程(

当
該
課

厚
生
省

程(
当
該
課
程
の
う
ち
夜
間
そ
の
他
特
定
の
時
間
又
は
時
期
に
お
い
て
授
業
を
行
う
も
の
を
い

う
。)

及
び
通
信
制
の
課
程

(

同
項
第
一
号
に
規
定
す
る
通
信
制
の
課
程
を
い
う
。)

を
除

く
。)

を
い
う
。)

と
す
る
。

｢

第
二
章

職
員
及
び
運
営
委
員
会｣

を｢

第
二
章

職
員
、
運
営
委
員
会
及
び
職
員
会
議
等｣

に

改
め
る
。

第
四
条
中｢

科
長
、
医
長｣
を｢
学
科
長
、
医
長
、
事
務
職
員｣

に
改
め
る
。

第
五
条
第
三
項
中｢

科
長｣

を｢
学
科
長｣

に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

(

職
員
会
議
等)

第
五
条
の
二

前
条
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
学
院
に
、
職
員
会
議
、
学
科
長
会
議
そ
の
他
の
会
議

(

次
項
に
お
い
て｢

職
員
会
議
等｣

と
い
う
。)
を
置
く
。

２

職
員
会
議
等
の
組
織
及
び
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
学
院
長
が
別
に
定
め
る
。

第
七
条
第
五
項
中｢

対
し
て｣

の
下
に｢

、
学
期
ご
と
に
、
運
営
委
員
会
の
議
を
経
て｣

を
加
え
、

同
条
第
六
項
中｢

合
格
し
た
者
に
対
し
て｣

の
下
に｢

、
学
期
ご
と
に
、
運
営
委
員
会
の
議
を
経
て｣

を
、｢

受
け
た
者
に
対
し
て｣

の
下
に｢

、
運
営
委
員
会
の
議
を
経
て｣

を
加
え
る
。

第
十
五
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

(

卒
業)

第
十
五
条

学
院
長
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
者
に
対
し
て
、
運
営
委
員
会
の
議
を
経

て
、
卒
業
を
認
定
す
る
。

一

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

ア

第
七
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
所
定
の
授
業
科
目
の
修
了
の
認
定
を
受
け
た
者

イ

第
七
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
最
終
学
年
の
修
了
の
認
定
を
受
け
た
者

二

欠
席
し
た
日
数
が
出
席
す
べ
き
日
数
の
三
分
の
一
を
超
え
な
い
者

２

学
院
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
卒
業
を
認
定
し
た
者
に
対
し
、
卒
業
証
書(

様
式
第
八
号)
を

授
与
す
る
。

別
表
の
一
の
表
及
び
二
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

助
産
学
科

授

業

科

目

単

位

数

授
業
時
間
数

基
礎

助
産
学
概
論

二

三
〇

助
産

学

人
間
の
性

一

一
五

生
殖
生
理
Ⅰ

一

三
〇

生
殖
生
理
Ⅱ

一

三
〇

生
殖
生
理
Ⅲ

一

三
〇

母
性
の
心
理
・
社
会
学
Ⅰ

一

三
〇

母
性
の
心
理
・
社
会
学
Ⅱ

一

三
〇

新
生
児
・
乳
幼
児
の
成
長
発
達

一

三
〇

小
計

九

二
二
五

助
産

助
産
診
断
・
技
術
学
Ⅰ

二

六
〇

診
断

・
技

助
産
診
断
・
技
術
学
Ⅱ

一

三
〇

術
学

助
産
診
断
・
技
術
学
Ⅲ

一

三
〇

助
産
診
断
・
技
術
学
Ⅳ

一

三
〇

助
産
診
断
・
技
術
学
Ⅴ

一

三
〇

助
産
診
断
・
技
術
学
Ⅵ

一

三
〇

助
産
診
断
・
技
術
学
Ⅶ

一

三
〇

小
計

八

二
四
〇

地
域
母
子
保
健

二

三
〇

助
産
管
理

二

三
〇

助
産

基
礎
実
習
Ⅰ

二

九
〇

学
実

習

基
礎
実
習
Ⅱ

三

一
三
五

応
用
実
習
Ⅰ

二

九
〇
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応
用
実
習
Ⅱ

二

九
〇

ハ
イ
リ
ス
ク

二

九
〇

地
域
母
子
保
健

一

四
五

助
産
管
理

一

四
五

小
計

一
三

五
八
五

研
究

二

四
五

合
計

三
六

一
、
一
五
五

二

看
護
学
科

授

業

科

目

単

位

数

授
業
時
間
数

基
礎

情
報
科
学
Ⅰ

一

三
〇

分
野

情
報
科
学
Ⅱ

一

一
五

人
間
生
物
学

一

三
〇

生
命
倫
理

一

三
〇

行
動
科
学

一

三
〇

看
護
物
理
学

一

一
五

家
族
社
会
学

一

三
〇

教
育
学
Ⅰ

一

三
〇

教
育
学
Ⅱ

一

三
〇

外
国
語
Ⅰ

一

三
〇

外
国
語
Ⅱ

一

一
五

保
健
体
育

一

三
〇

小
計

一
二

三
一
五

専
門

解
剖
生
理
学
Ⅰ

一

三
〇

基
礎

分
野

解
剖
生
理
学
Ⅱ

一

三
〇

病
態
生
理
学
Ⅰ

一

三
〇

病
態
生
理
学
Ⅱ

一

一
五

病
態
生
理
学
Ⅲ

一

一
五

病
態
生
理
学
Ⅳ

一

三
〇

病
態
生
理
学
Ⅴ

一

一
五

感
染
免
疫
学

一

三
〇

薬
理
学

一

三
〇

代
謝
栄
養
学

一

三
〇

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学

一

一
五

社
会
福
祉
論

一

一
五

保
健
環
境
論

一

一
五

関
係
法
規

一

一
五

小
計

一
四

三
一
五

専
門

基
礎

看
護
概
論
Ⅰ

一

三
〇

分
野

看
護

学

看
護
概
論
Ⅱ

一

二
〇
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看
護
研
究

二

六
〇

基
礎
看
護
技
術
Ⅰ

一

三
〇

基
礎
看
護
技
術
Ⅱ

一

三
〇

看
護
過
程
演
習

一

四
五

基
礎
看
護
援
助
論
Ⅰ

一

一
五

基
礎
看
護
援
助
論
Ⅱ

一

三
〇

臨
床
看
護
総
論

一

三
〇

小
計

一
〇

二
九
〇

在
宅

在
宅
看
護
概
論

一

一
五

看
護

論

在
宅
看
護
援
助
論

一

三
〇

在
宅
看
護
演
習

一

三
〇

小
計

三

七
五

成
人

成
人
看
護
概
論

一

一
五

看
護

学

成
人
保
健

一

三
〇

成
人
看
護
援
助
論
Ⅰ

一

三
〇

成
人
看
護
援
助
論
Ⅱ

一

三
〇

成
人
看
護
援
助
論
Ⅲ

一

三
〇

小
計

五

一
三
五

老
年

老
年
看
護
概
論

一

一
五

看
護

学

老
年
保
健

一

一
五

老
年
看
護
援
助
論

二

四
五

小
計

四

七
五

小
児

小
児
看
護
概
論

一

一
五

看
護

学

小
児
保
健

一

一
五

小
児
看
護
援
助
論

二

四
五

小
計

四

七
五

母
性

母
性
看
護
概
論

一

一
五

看
護

学

母
性
保
健

一

三
〇

母
性
看
護
援
助
論

二

四
五

小
計

四

九
〇

精
神

精
神
看
護
概
論

一

一
五

看
護

学

精
神
保
健

一

一
五

精
神
看
護
援
助
論

一

三
〇

精
神
看
護
演
習

一

三
〇

小
計

四

九
〇

臨
地

基
礎
看
護
学
実
習
Ⅰ

二

九
〇

実
習

基
礎
看
護
学
実
習
Ⅱ

一

四
五

在
宅
看
護
論
実
習

二

九
〇

成
人
看
護
学
実
習

三

一
三
五
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老
年
看
護
学
実
習

二

九
〇

小
児
看
護
学
実
習

二

九
〇

母
性
看
護
学
実
習

二

九
〇

精
神
看
護
学
実
習

二

九
〇

小
計

一
六

七
二
〇

小
計

五
〇

一
、
五
五
〇

合
計

七
六

二
、
一
八
〇

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

改
正
後
の
福
島
県
立
総
合
衛
生
学
院
学
則
別
表
の
規
定
は
、
平
成
二
十
年
度
以
降
の
入
学
者
に
つ

い
て
適
用
し
、
平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日
に
福
島
県
立
総
合
衛
生
学
院
に
在
学
し
て
い
る
者
で
、

引
き
続
き
同
日
以
後
在
学
す
る
こ
と
と
な
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

(

健
康
衛
生
領
域
医
療
看
護
グ
ル
ー
プ)

福
島
県
規
則
第
四
十
八
号

福
島
県
中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

福
島
県
中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
施
行
細
則(

平
成
十
九
年
福
島
県
規
則
第
八
十
五
号)

の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

｢

内

閣

府
、
財

務

省
、

｢
内

閣

第
一
条
中

平
成
十
九
年
厚
生
労
働
省
、
農
林
水
産
省
、
令
第
一
号

を

平
成
二
十
年
農
林
水
産

経
済
産
業
省
、
国
土
交
通
省

｣

環

境

府
、
財

務

省
、
厚
生
労
働
省
、

省
、
経
済
産
業
省
、
国
土
交
通
省
、
令
第
一
号

に
改
め
る
。

省

｣
｢

金

融

庁
、
財

務

省
、

｢

金

融

第
二
条
中

平
成
十
九
年
厚
生
労
働
省
、
農
林
水
産
省
、
告
示
第
一
号

を

平
成
二
十
年
農
林
水

経
済
産
業
省
、
国
土
交
通
省

｣

環

境

庁
、
財

務

省
、
厚
生
労
働
省
、

産
省
、
経
済
産
業
省
、
国
土
交
通
省
、
告
示
第
一
号

に
、｢

第
十
条｣

を｢

第
十
一
条｣

に
改
め
る
。

省

｣

第
三
条
中｢

第
百
十
八
条
第
一
項
第
二
号｣

を｢

第
百
四
十
四
条
第
一
項
第
二
号｣

に
、｢

第
五
条

及
び
第
六
条｣

を｢

第
六
条
及
び
第
七
条｣

に
改
め
る
。

第
四
条
中｢

第
百
十
九
条
第
六
項｣

を｢

第
百
四
十
五
条
第
五
項｣

に
、｢

第
七
条
か
ら
第
九
条｣

を｢

第
八
条
か
ら
第
十
条｣

に
改
め
る
。

第
五
条
第
一
項
中｢

第
百
二
十
三
条
第
一
項
第
四
号｣

を｢

第
百
四
十
九
条
第
一
項
第
四
号｣

に
、

｢

第
十
一
条
第
一
項｣

を｢

第
十
二
条
第
一
項｣

に
改
め
、
同
条
第
二
項
中｢

第
百
二
十
三
条
第
一
項

第
五
号｣

を｢

第
百
四
十
九
条
第
一
項
第
五
号｣

に
、｢

第
十
一
条
第
二
項｣

を｢

第
十
二
条
第
二
項｣

に
改
め
、
同
条
第
三
項
中｢

第
百
二
十
三
条
第
一
項
第
六
号｣

を｢

第
百
四
十
九
条
第
一
項
第
六
号｣

に
、｢

第
十
一
条
第
三
項｣

を｢

第
十
二
条
第
三
項｣

に
改
め
る
。

第
六
条
第
一
項
中｢

第
百
二
十
四
条｣

を｢

第
百
五
十
条｣

に
、｢

第
十
二
条｣

を｢

第
十
三
条｣

に
改
め
、
同
条
第
二
項
中｢

第
百
二
十
四
条
第
一
号｣

を｢

第
百
五
十
条
第
一
号｣

に
、｢

第
十
三
条

第
一
項｣

を｢

第
十
四
条
第
一
項｣

に
改
め
、
同
条
第
三
項
中｢

第
百
二
十
四
条
第
二
号｣

を｢

第
百

五
十
条
第
二
号｣

に
、

｢

第
十
三
条
第
二
項｣

を

｢

第
十
四
条
第
二
項｣

に
改
め
、
同
条
第
四
項
中

｢

第
百
二
十
四
条
第
三
号
イ｣

を｢

第
百
五
十
条
第
三
号
イ｣

に
、｢

第
十
三
条
第
三
項｣

を｢

第
十

四
条
第
三
項｣

に
改
め
、
同
条
第
五
項
中｢

第
百
二
十
四
条
第
三
号
ロ｣

を｢

第
百
五
十
条
第
三
号
ロ｣

に
、｢

第
十
三
条
第
四
項｣

を｢

第
十
四
条
第
四
項｣

に
改
め
、
同
条
第
六
項
中｢

第
百
二
十
四
条
第

三
号
ハ｣

を｢

第
百
五
十
条
第
三
号
ハ｣

に
、｢

第
十
三
条
第
五
項｣

を｢

第
十
四
条
第
五
項｣

に
改

め
、
同
条
第
七
項
中｢

第
百
二
十
四
条
第
三
号
ニ｣

を｢

第
百
五
十
条
第
三
号
ニ｣

に
、｢

第
十
三
条

第
六
項｣

を｢

第
十
四
条
第
六
項｣

に
改
め
、
同
条
第
八
項
中｢

第
百
二
十
四
条
第
四
号｣

を｢

第
百

五
十
条
第
四
号｣

に
、｢

第
十
三
条
第
七
項｣

を｢

第
十
四
条
第
七
項｣

に
改
め
る
。

第
七
条
中｢

第
百
六
十
六
条
第
二
項
及
び
第
三
項｣

を｢

第
百
九
十
二
条
第
二
項
及
び
第
三
項｣

に
、

｢

第
十
四
条｣

を｢

第
十
五
条｣

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

(

商
工
総
務
領
域
団
体
支
援
グ
ル
ー
プ)

福
島
県
規
則
第
四
十
九
号

福
島
県
中
小
企
業
高
度
化
資
金
の
貸
付
け
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

福
島
県
中
小
企
業
高
度
化
資
金
の
貸
付
け
に
関
す
る
規
則(

昭
和
四
十
三
年
福
島
県
規
則
第
二
十
九

号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
三
項
第
十
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

十
三

削
除

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

改
正
後
の
福
島
県
中
小
企
業
高
度
化
資
金
の
貸
付
け
に
関
す
る
規
則
の
規
定
は
、
こ
の
規
則
の
施

行
の
日
以
後
の
資
金
の
貸
付
け
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
貸
し
付
け
た
資
金
に
つ
い
て
は
、
な

お
従
前
の
例
に
よ
る
。

(

商
工
総
務
領
域
金
融
グ
ル
ー
プ)

福
島
県
規
則
第
五
十
号
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印刷所 株式会社 第 一 印 刷再生紙を使用しています

福
島
県
教
育
委
員
会

福
島
県
公
営
企
業
の
業
務
に
従
事
す
る
職
員
の
う
ち
主
要
な
職
員
を
定
め
る
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
規
則

福
島
県
公
営
企
業
の
業
務
に
従
事
す
る
職
員
の
う
ち
主
要
な
職
員
を
定
め
る
規
則(

昭
和
四
十
四
年

福
島
県
規
則
第
二
十
七
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

本
則
第
一
号
ア
及
び
第
二
号
ア
中｢

総
括
参
事
及
び
参
事｣

を｢

局
次
長
及
び
本
局
の
課
の
課
長｣

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

(

企
業
局
経
営
管
理
グ
ル
ー
プ)

福
島
県
教
育
委
員
会
訓
令
第
七
号

教

育

庁

教
育
委
員
会
の
所
管
に
属
す
る
教
育
機
関

福
島
県
教
育
委
員
会
表
彰
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日

福
島
県
教
育
委
員
会

福
島
県
教
育
委
員
会
表
彰
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

福
島
県
教
育
委
員
会
表
彰
規
程(

昭
和
四
十
年
福
島
県
教
育
委
員
会
訓
令
第
八
号)

の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

受
訓
先
中｢

教
育
委
員
会
事
務
局｣

を｢

教
育
庁｣

に
改
め
る
。

第
二
条
第
三
号
中｢

芸
術
の
振
興
発
展
又
は｣

を
削
り
、
同
条
第
四
号
中｢
保
健
体
育｣

を｢

学
校

保
健
の
向
上
又
は
学
校
体
育｣

に
改
め
、
同
条
第
六
号
中｢

養
護
教
育｣

を｢
特
別
支
援
教
育｣

に
改

め
る
。

第
三
条
中｢

教
育
庁
の
総
括
参
事
及
び
教
育
事
務
所
長｣

を｢

教
育
長｣

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
第
六
号
の
改
正
規
定
は
、

公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

(

教
育
総
務
領
域
人
事
管
理
グ
ル
ー
プ)
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